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流センター条例の設定についての１件について、

産業・建設委員長の報告は、原案可決でありま

す。 

 産業・建設委員長報告のとおり決するに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。よって、

議案第52号は、産業・建設委員長報告のとおり

決定いたしました。 

 

 

 予算特別委員会審査報告 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、予算特別委員会の審査の

報告を求めます。 

 蒲生光男委員長。 

  （蒲生光男予算特別委員長登壇） 

○蒲生光男予算特別委員長 平成28年第３回市議

会定例会において予算特別委員会に付託になり

ました議案第59号 平成28年度長井市一般会計

補正予算第５号を初め特別会計補正予算７件、

水道事業会計補正予算１件の平成28年度補正予

算案９件について、審査いたしました経過と結

果についてご報告申し上げます。 

 予算特別委員会は、会議日程に従い、９月23

日、26日の２日間にわたり審査が行われたとこ

ろであります。 

 審査に当たっては、各会計補正予算の概要に

ついて担当課長から説明を受けた後、６名の委

員の総括質疑が行われ、終了後に細部審査を行

ったところでありますが、その経過につきまし

ては、議長を除く全員で構成する委員会であり

ますので、後刻、会議録によりご承知ください

ますようお願い申し上げ、審査の結果のみご報

告申し上げます。 

 議案第59号 平成28年度長井市一般会計補正

予算第５号については、賛成多数で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、議案第60号 平成28年度長井市国民健

康保険特別会計補正予算第１号、議案第61号 

平成28年度長井市公共下水道事業特別会計補正

予算第２号、議案第62号 平成28年度長井市山

形鉄道運営助成事業特別会計補正予算第１号、

議案第63号 平成28年度長井市農業集落排水事

業特別会計補正予算第１号、議案第64号 平成

28年度長井市訪問看護事業特別会計補正予算第

１号、議案第65号 平成28年度長井市介護保険

特別会計補正予算第１号 議案第66号 平成28

年度長井市浄化槽事業特別会計補正予算第１号

並びに議案第67号 平成28年度長井市水道事業

会計補正予算第１号の補正予算８件につきまし

ては、いずれも全員一致で原案のとおり可決す

べきものと決定いたしました。 

 以上が審査の結果でありますが、当局におか

れましては、審査の過程で委員各位より出され

ました質疑、意見等については十分に意を用い

られ、事務の執行に当たられますよう申し上げ、

予算特別委員会の審査の報告を終わります。 

○渋谷佐輔議長 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 まず、日程第14、議案第59号 平成28年度長

井市一般会計補正予算第５号の１件について、

討論の通告がありますので、順次発言を許可し

ます。 

 初めに、議席番号８番、今泉春江議員。 

  （８番今泉春江議員登壇） 

○８番 今泉春江議員 日本共産党の今泉春江で

ございます。 

 私は、議案第59号 平成28年度長井市一般会

計補正予算第５号について、反対の意見を申し

上げます。 
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 このたびの補正予算として５億8,236万8,000

円が計上されました。その中の病児保育事業や

パークゴルフ場トイレ工事請負費、さらに予防

接種事業、学童クラブ整備事業、すみれ学園管

理運営事業などの多くの補正予算は、市民の願

いに沿い、市民の福祉向上に資するものであり、

私はもろ手を挙げ賛成をします。 

 しかし、多くの予算に賛成としながら、なぜ

反対の意見を申し上げなくてはならないのかと

いいますと、納得のいかない案件が補正予算に

入っているからです。 

 それは、備品購入費として市長車購入費605

万3,000円が計上されているからです。 

 購入の理由として、８年が経過し、走行距離

が10万キロを超えており、もし高速道路などで

車が炎上などすれば問題である。現在、公用車

が足りず、副市長の移動に軽自動車を使わなく

てはならないときもあり、また、教育長の車が

なく不便をかけている。また、お客様を乗せて

案内するのに、作業現場に行くような車ではお

客様に大変失礼があるので、現在の市長車をそ

れに充て、市長車を新しく購入したいとの説明

でした。 

 また、価格や車種の選定は、車で職員ととも

に関東圏への移動などもあり、大型のもので、

また環境にも対応したハイブリッド車が適切。

さらに、近隣置賜自治体や県内13市の首長など

と同等のクラスのものにしたい。会社の社長な

どは1,000万円の車を使用している方もいる。

決して高いというものではないと、市長はお考

えを示されました。 

 しかし、最近の乗用車は20万キロは走ります。

それなのに、なぜ今、来年度予算でなく補正で

要求なさるのか。 

 市民は月10万円台の賃金で暮らしている人が

大勢います。こうした市民感情から、この市長

車の価格は適正なのでしょうか。公用車が不足

というならば、この予算で２台の公用車購入が

可能です。まずそうするのが先ではないでしょ

うか。ご自分の乗る市長車を優先なさらずに、

こうした点を慎重に検討なされ、来年度の当初

予算で購入するなど、再検討していただきたい

と思います。 

 1,000万円の車に乗る方もいるなど、例えに

出してほしくはありません。市民は自分のお金

で購入するのです。市長車は市民の大切な税金

を使い購入するわけですから、市民に納得いた

だけるよう、真摯なお気持ちを期待したいと思

います。 

 そのことを申し上げ、このたびの市長車購入

予算に反対いたします。 

○渋谷佐輔議長 次に、議席番号５番、平 進介

議員。 

  （５番平 進介議員登壇） 

○５番 平 進介議員 創生会の平 進介でござ

います。 

 私は、議案第59号 平成28年度長井市一般会

計補正予算第５号について、賛成の立場から討

論いたします。 

 本案は、総額５億8,236万8,000円を補正し、

予算の総額を148億6,723万3,000円とするもの

であります。 

 その主な内容について、まず、本市の財政基

盤に配慮した補正であることであります。 

 １点目は、平成28年度当初予算で、財政調整

基金からの取り崩し分５億4,000万円について、

全額繰り戻しを行っていることであります。こ

の結果、補正後の残高は10億235万6,000円とな

る見込みで、10億円を確保する補正となってい

ることであります。 

 ２点目は、公共施設整備基金への基金積み立

てとして２億9,920万円を計上しております。

この結果、補正後の公共施設整備基金は５億３

万円と、５億円を超える見込みとなります。 

 さらに３点目は、借金の返済に充てるための

基金である減債基金に1,439万3,000円を積み立
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て、残高が7,611万9,000円の見込みとなること

であります。 

 本定例会においても一般質問や総括質疑でも

ありましたが、今後の子育て応援施設を軸とす

る複合施設の整備や庁舎の建設など、多くの公

共施設の整備が課題となっている現状において、

このたびのこうした財政規律の維持向上に向け

た補正については極めて重要であり、高く評価

すべきであると考えます。 

 また、このたびの補正には、来年４月にオー

プンする観光交流センターの指定管理料に係る

債務負担行為が追加されていることであります。

観光交流センターにつきましては、これまでさ

まざまな議論が交わされてまいりましたが、長

井市としてオープンに向けて一体となって進め

ることで合意形成がなされております。この時

期に債務負担行為を議決し、指定管理に向けた

作業とともにスムーズなオープンが図られるよ

う、議会としても一層努力すべきであると考え

ます。 

 さらに、市民生活に寄り添う補正予算が盛り

込まれていることであります。 

 幾つか例を挙げますと、まず、農林予算に、

産地パワーアップとして2,559万9,000円が計上

されております。これは今後のＴＰＰ対策を踏

まえ、水田、畑作、野菜、果樹等の本市の農業

の基幹産業品目に係る足腰の強い農業経営を目

指し、地域農業再生協議会等が作成する産地パ

ワーアップ計画に取り組むための補助金として

計上されているのです。 

 また、防犯灯整備事業334万1,000円は、市内

の防犯灯をＬＥＤ化し、より安全・安心な市民

生活を確保するためのものでありますし、建設

予算においては、協働のまちづくり支援事業

200万円も各地域からの強い要望に対応した補

正として計上されているものであります。 

 さらに団体営農村地域防災減災事業として、

土砂災害特別警戒区域内にある草岡の仁府ため

池２基分の撤去を図るため、測量業務委託料

238万円が計上されておりますが、本定例会で

議決しなければ、国への申請手続の関係から来

年度におけるため池撤去工事ができなくなる可

能性が出てくるという、まさに市民生活の生活

基盤である安全な地域づくりを確保する上で極

めて重要な補正予算であります。 

 こうした点から、このたびの補正予算につい

ては大いに評価すべきものであると考えます。 

 先ほど今泉春江議員から反対討論の趣旨とし

てありました、市長車の更新についてでありま

すが、財政課管理の車両の中で、２台の更新費

用300万円のほか市長車の購入費用605万3,000

円が計上されております。これまでの議論の中

で答弁があったとおり、単に市長車を更新する

のではなく、全体的に公用車が不足している中

で、現在の市長車については副市長や教育長が

出張する際の車両として、また、来客があった

場合の多人数が乗車できる車両として使い回し

を行うということであります。それらのことを

考慮して、このたびは８年目での更新というこ

とであり、引き続き使用するために早目の更新

を行うということでありますから、こうした点

では、更新する車両の車種等も今までと同程度

であるということを含めて、市民の理解が得ら

れる範囲内なのではないかと考えます。 

 市長におかれましては、引き続き市民の目線

で市政運営に当たられるよう希望いたします。 

 以上、このたびの補正予算第５号につきまし

ては、財政調整基金への繰り戻しや、これから

必要となる公共施設整備基金への積み立てなど、

さらにたくさんの市民の要望に応える、市民に

寄り添う補正予算でありますので、本補正予算

第５号についての賛成討論といたします。議員

諸兄のご賛同をよろしくお願い申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 通告による討論が終わりました。 

 これから採決いたします。 

 議案第59号について、予算特別委員長の報告
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は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○渋谷佐輔議長 起立多数であります。よって、

議案第59号は、予算特別委員長報告のとおり決

定いたしました。 

 次に、日程第15、議案第60号 平成28年度長

井市国民健康保険特別会計補正予算第１号から、

日程第22、議案第67号 平成28年度長井市水道

事業会計補正予算第１号までの８件について、

討論の通告がありませんので、討論を終結し、

採決いたします。 

 まず、日程第15、議案第60号 平成28年度長

井市国民健康保険特別会計補正予算第１号から、

日程第21、議案第66号 平成28年度長井市浄化

槽事業特別会計補正予算第１号までの７件につ

いて、一括して採決いたします。 

 日程第15、議案第60号から日程第21、議案第

66号までの７件について、予算特別委員長の報

告は、いずれも原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。よって、

議案第60号、議案第61号、議案第62号、議案第

63号、議案第64号、議案第65号、議案第66号は、

予算特別委員長報告のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第22、議案第67号 平成28年度長

井市水道事業会計補正予算第１号の１件につい

て採決いたします。 

 議案第67号について、予算特別委員長の報告

は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。よって、 

議案第67号は、予算特別委員長報告のとおり決

定いたしました。 

 

 

 委員会付託の省略について 

 

 

○渋谷佐輔議長 お諮りいたします。これから上

程いたします議案は、委員会付託を省略し、全

員でご審議願いたいと思いますが、これにご異

議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。よって、

そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第２３ 議案第６８号 平成２ 

 ８年度長井市一般会計補正予算第６ 

 号 

 日程第２４ 議案第６９号 平成２ 

 ８年度長井市公共下水道特別会計補 

 正予算第３号 

 

 

○渋谷佐輔議長 それでは、日程第23、議案第68

号 平成28年度長井市一般会計補正予算第６号

及び日程第24、議案第69号 平成28年度長井市

公共下水道特別会計補正正予算第３号の２件を

一括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第68号 平成28年度長井市

一般会計補正予算第６号についてご説明申し上

げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に1,718万4,000円を追加いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ148億8,441

万7,000円といたすものでございます。 


